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京都大學経濟學曾



／
　
　
　

京
都
大
學
経
濟
學
會

規
則

第
一
條
　
本
會
を
京
都
大
離
経
濟
恩
曾
と
爾
す
る

第
二
條
　
本
愈
‥
ば
左
の
愈
‥
長
を
以
て
組
織
…
す
る

　
　
ω
正
愈
員
　
京
都
大
恩
纏
譜
恩
部
教
授
、
助
教
授
、

　
　
　
　
　
　
　

助
手
及
同
學
部
出
身
者

　
　
㈲
墨
生
會
員
　
京
都
大
恩
紹
済
學
部
畢
生

　
　
内
賛
助
倉
員
　
本
愈
の
事
業
を
賛
助
す
る
者

　
　
⇔
名
警
角
員
　
京
都
大
學
法
學
部
教
授
、

講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
教
授
、
講
師

　
　
　

前
條
の
外
所
定
の
愈
［
費
を
納
め
て
「
経
濟
談
調
叢
」
の
頒

第
三
條

　
　
　

布
を
受
け
る
個
人
及
團
纏
は
購
讃
臼
員
と
す

第
四
條
　
特
別
の
場
合
に
限
り
前
二
傑
に
定
め
ら
れ
た
⑰
員
以
外

　
　
　

の

者
に
も
會
員
に
準
ず
ろ
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
る

第
五
條
　
本
愈
の
事
務
所
は
京
都
大
毘
経
涜
摂
部
内
に
置
く

第
六
條
　
本
會
は
左
の
事
業
を
行
弓

　
　
一
、
機
關
雑
誌
「
経
酒
論
叢
」
を
稜
行
す
る
こ
と

　
　
　
　
「
経
滋
論
叢
」
は
毎
月
一
回
護
行
す
る
、
但
し
臨
時
特

　
　
　

別

號
を
護
行
す
る
こ
と
が
あ
る

　
　
　
　
「
経
濟
恩
研
究
叢
書
」
を
遜
行
す
る
こ
と

　
　
二
、

　
　
三
、
笹
月
一
回
學
術
研
究
會
を
開
催
す
る
こ
と

　
　
円
、
魯
年
一
回
公
開
講
演
會
を
開
催
す
る
こ
と

第
七
條
　
（
酪
）

第
八
條
　
（
畔
）

第
九
條
　
會
員
に
ば
雑
誌
を
配
布
す
る
、
但
し
臨
時
特
別
號
に
此

　
　
　
限
り
で
は
な
い

第
†
條
　
會
員
ば
左
の
禽
費
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第

†
一
條
　
本
曾
規
則
の
改
正
攣
更
及
財
壼
の
庭
分
は
許
議
員
曾

　
　
　
　
の
決
議
に
よ
る

昭
和
二
†
七
年
ヤ
ニ
月

京
都
大
學
経
濟
學
會

「

　一
一　　一

次
目
．り干

既
…

第

七
＋
三
巻
第

三
號

三

籔

山
村
部
落
財
政
の
實
態
…
…
…
…
島

　六日
恭○護

彦園行

政

蛍
…
連
合
蓮
動
の
破
産
…
・
…
：
…
市
原
亮
卒

ケ
ン
イ
ズ
の
所
得
の
定
義
…
…
…
三
上
正
之

賃
銀
水
準

と
雇
傭
の
憂
動
…
…
…
清
水
義
夫

第
七
＋
三
藁
四
號
瑞
艇
相
畷
剛

資
本
主
義
の
基
本
矛
盾
の
展
開

　

と
資
本
の
蓄
積
…
…
…
…
…
…
吉
村
達
吹

比
較
静
學

と
具
正
動
學
…
…
…
…
今
川
　
正

日
本
鐵
鋼
業
の
成
立
と
　
　
　
　
小
野
一
一
郎

　
原
料

問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
難
波
卒
太
郎

公
有
林
野
統
一
整
理
に
　
　
　
　
開
　

順

也

　

閲
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
鶴
嶋
雪
嶺

第
七
＋
三
藁
五
號
爵
且
相
。
附

信

用
貨
幣
と
統
制
…
…
…
：
…
…
中
谷
　
　
實

十
九

世
紀
以
前
の
英
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
海
上
保
瞼

…
…
…
…
…
…
・
・
：
：
谷
山
新
良

後

入
先

出
法
の
展
開
の
原
理
論

　

よ
り
の
乖
離
…
…
…
：
…
：
・
：
：
高
寺
貞
男

英

國
に
於
け
る
石
炭
業
國
有
化

　

政

策
に
關
す
る
一
考
察
…
…
…
中
村
忠
一
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富
に

と
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

　
最
後
に
財
政
學
の
立
場
か
ら
＝
冨
す
れ
ば
、
こ
の
學
問
が
襲
展
し
な
い

大
き
な
理
由
は
、
財
政
の
現
實
が
官
僚
機
構
に
お
お
わ
れ
て
、
明
確
に
つ

か
め

な
い
と
ろ
に
あ
る
。
だ
か
ら
財
政
學
は
恩
問
以
前
の
倫
理
主
義
や
御

都
合
主
義
に
逃
げ
こ
む
こ
と
が
多
か
つ
た
の
だ
。
會
計
検
査
院
の
決
算
検

査
報
告
な
ど
が
も
つ
と
廣
く
利
用
さ
れ
て
．
い
た
な
ら
ば
、
財
政
毘
の
研
究

者
は
そ
れ
を
通
じ
て
國
の
財
政
分
析
を
進
め
る
こ
と
が
出
來
た
で
あ
ろ
う
。
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嶋
　
津
　
亮
　
二

京
都
大
學
助
教
援

　　〉…
眞
　
藤
　
素
　
一

前

田
敬
四
郎

島吉

　
信

恭

　
彦

京
都
大
墨
大
恩
院
特
別
研
究
生

幅
井
大
學
助
手

京
都
大
毘
教
援

京
都
大
學
大
學
院
特
別
研
究
生

昭［

和

二
十
八
年
合
日
計
検
査
院
年
報
猶

第

七
山
ー
ゴ
一
巻
　
　
　
四
［
〇
七
　
　
　
第
山
ハ
號
　
　
　
五
九



経高
　　田

濟鴛

高

田
保
馬

小
　
　
経

土

方

成

美

経

學

講

義
糠
三
仁
O
o
幽

済

済

土

方

成

美

経

濟
原
論

土

方

成
美

教
　
養
経

相

澤

秀

一

経
　
濟

高

橋

正

雄

　有経有経
　井　　井

耐。濟広漕
　　『〔　711

　
　

A
5
一
六
〇
頁

學　
　

定
債
一
八
〇
圓

　
　

刊D
6
＝
一
四
山
ハ
官
貝

學　
　

定
便
三
〇
〇
圓

（
1
所
得
）

A
5
二
二
∩
）
頁

定
債
二
八
〇
圓

　
　
　
　
　

B
6
二
八
二
頁

濟
學

　

　

　

　

　

口疋
栖
煕
二
山
ハ
一
∪
口
圓

學
原
論
㌫
賑
仁
願

學
　
入
　
門

1
3
6
二
八
二
頁

定
脳
田
一
一
山
ハ
○
圓

學

概

論

融堅
ヨ
o
O
願

民
主

　
會
の
経
濟
原
理

肺
禽
政
策
阜
禽
編

賃
銀
・
生
計
費
・
生
活
保
障

A
5
二
〇
；
貝

定
値
二
五
〇
圃

A
5
三
三
四
頁

定
便
四

五
〇
回

都京閣斐有尿
゜
東

…
會
員
．
…
　
経
濟
論
叢
は
一
昨
年
七
月
よ
り
月
々
刊
行
致
し

…

各
位
へ
　
…
　
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
機
會
に
會
費
を
御
納
入

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
一
、
愈
費
納
入
先

　
　
　

京
都
市
左
京
逼
吉
田
本
町

　
　
　
　
　
　
京
都
大
學
経
濟
犀
部
内

　
　
　
　
　
　
　

京

都

大

恩

経

濟

毘

曾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

振
替
口
座
大
阪
五
〇
五
三
九
番

　
」
、
會
費
　
年
額
　
八
〇
〇
圓
（
前
納
）

　
一
・
、
金
員
各
位
の
本
籍
、
現
住
所
、
氏
名
、
出
身
高
校
名
、
卒
業

　
　

年
吹
、
就
職
先
を
學
曾
ま
で
御
通
知
下
さ
い
。

　
一
、
會
員
外
の
雑
誌
購
入
は
有
斐
閣
へ
お
印
込
下
さ
い
。
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